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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
1
9
0
0
部

東
京
土
建
は
3
月
17
日
、
18

日
の
両
日
、「
組
織
の
拡
大
強
化

に
全
力
を
挙
げ
て
、
過
酷
な
建

設
労
働
の
現
状
を
打
開
し
、
賃

金
と
仕
事
、
暮
し
の
要
求
運
動

を
前
進
さ
せ
よ
う
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
伊
東
市
の
ホ

テ
ル
聚
楽
と
ホ
テ
ル
川
良
を
会

場
に
第
72
回
定
期
大
会
を
開

催
。代
議
員
3
1
7
人
、代
議
員

以
外
の
参
加
者
2
0
1
人
と
、

来
賓
28
人
の
総
計
5
4
6
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
総
合
5
カ
年

計
画
の
最
終
年
と
し
て
、
全
支

部
の
組
織
拡
大
目
標
達
成
と
産

業
民
主
化
の
活
動
を
高
め
る
な

ど
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

大
会
は
議
長
団
に
成
田
洋
一

（
江
戸
川
）
、
小
田
澤
陽
一
（
清

瀬
久
留
米
）、山
本
高
明（
中
野
）、

書
記
長
に
牧
岡
善
隆
（
狛
江
）
の

皆
さ
ん
な
ど
、
大
会
諸
役
員
を
確

認
し
て
始
め
ま
し
た
。

冒
頭
、
松
丸
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
諸
要
求
実
現
に
奮
闘

し
た
1
年
を
振
り
返
り
、
重
点
課

題
に
つ
い
て
大
会
で
議
論
を
深
め

て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。（
2

・
3
面
に
掲
載
）
。

白
滝
書
記
長
の
基
調
報
告
で
は

昨
年
度
の
経
過
と
し
て
、
公
契
約

条
例
運
動
の
広
が
り
、
共
同
受
注

・
集
団
施
工
体
制
の
検
討
、
現
場

の
法
令
順
守
、ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
、

外
国
人
就
労
問
題
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
導
入
対
策
、

分
会
・
群
の
強
化
と
事
業
所
・
後

継
者
の
課
題
、
若
年
労
働
者
の
入

職
・
育
成
と
組
織
化
な
ど
の
運
動

の
到
達
を
報
告
し
、
今
年
度
の
方

針
で
は
、
総
合
5
カ
年
計
画
の
到

達
点
と
最
終
年
の
重
点
を
提
案
。

ま
た
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
の
課
題
、
憲
法
・
消
費
税
な

ど
国
政
の
課
題
と
各
分
野
の
方
針

を
提
起
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
を
補
強
す
る
支
部
経

験
報
告
と
し
て
、
豊
島
支
部
が
群

会
議
オ
ル
グ
、
後
継
者
世
代
の
運

動
参
加
、
事
業
所
の
組
織
化
に
つ

い
て
報
告
。
西
多
摩
支
部
が
防
災

フ
ェ
ア
と
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補

償
基
金
創
設
の
陳
情
で
の
自
治
体

と
の
関
係
強
化
を
報
告
し
ま
し

た
。
ま
た
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
原
告
共
同
代
表
の
吉
田
重

男
さ
ん
が
裁
判
勝
利
と
被
害
者
補

償
基
金
制
度
確
立
へ
の
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。

基
調
報
告
へ
の
質
疑
・
討
論
で

は
「
政
治
的
な
運
動
を
控
え
め
に

す
る
の
か
。
与
野
党
と
も
に
訴
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
」
（
府
中
国

立
）
、
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
は
町

場
で
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
」
（
文
京
）
、
「
外
国
人

の
加
入
が
増
え
る
中
で
語
学
が
で

き
る
書
記
局
が
必
要
」
（
北
）
、

「
デ
ィ
ー
・
ア
ー
チ
は
書
記
局
の

労
働
を
軽
減
で
き
て
い
る
の
か
」

（
江
戸
川
）
な
ど
の
質
問
が
出
さ

れ
、
執
行
部
が
答
弁
し
ま
し
た
。

本
会
議
終
了
後
、
大
会
参
加
者

は
45
の
分
散
会
に
分
か
れ
て
産
業

民
主
化
と
組
織
課
題
に
つ
い
て
経

験
交
流
し
ま
し
た
。

2
日
目
午
前
は
専
門
部
ご
と
に

分
科
会
を
開
催
し
、
運
動
総
括
と

経
験
を
交
流
。
方
針
を
討
論
し
ま

し
た（
4
〜
7
面
に
要
旨
掲
載
）。

昼
食
休
憩
中
に
副
委
員
長
選
挙

投
票
を
実
施
、
午
後
一
番
で
建
築

カ
レ
ッ
ジ
の
報
告
と
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。
小
林
学
校
長
が
、
カ
レ

ッ
ジ
生
が
全
建
総
連
青
年
技
能
競

技
大
会
や
技
能
五
輪
で
受
賞
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
。
入
学
生
を
送

っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
、
青
年
技
能

競
技
大
会
金
賞
受
賞
の
千
葉
幸
大

さ
ん
（
小
金
井
国
分
寺
）
と
技
能

五
輪
銅
賞
受
賞
の
髙
田
慎
太
朗
さ

ん
（
清
瀬
久
留
米
）
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

基
調
報
告
、
規
約
改
定
、
決
算

・
会
計
監
査
報
告
・
予
算
が
採
択
さ

れ
、
討
論
の
ま
と
め
を
白
滝
書
記

長
が
行
な
い
ま
し
た
。
分
散
会
で

は
後
継
者
の
参
加
、
事
業
所
へ
の

働
き
か
け
、
群
会
議
オ
ル
グ
の
広

が
り
、
法
定
福
利
費
確
保
と
組
織

拡
大
は
連
動
し
て
い
る
と
い
う
意

見
な
ど
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
分
科

会
で
は
建
設
産
業
が
大
き
な
転
換

点
に
あ
る
中
で
、
東
京
土
建
の
役

割
・
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と

を
報
告
。
当
面
の
行
動
提
起
と
し

て
春
一
番
拡
大
か
ら
春
の
拡
大
へ

の
飛
躍
、分
会
総
会
・
支
部
大
会
を

機
に
新
し
い
若
い
幹
部
の
登
用
、

事
業
所
へ
の
働
き
か
け
を
広
げ
る

こ
と
と
、
東
京
土
建
の
影
響
力
を

業
界
・
現
場
・
地
域
に
広
げ
、
意
義

あ
る
組
織
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

を
再
確
認
し
、
支
部
大
会
で
も
強

調
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

大
会
宣
言（
2
面
掲
載
）・
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
大
会
表
彰
を

行
な
っ
た
後
、
副
委
員
長
選
挙
結

果
が
報
告
さ
れ
、
新
中
央
執
行
委

員
会
を
選
出
し
ま
し
た
。
な
お
今

大
会
で
白
滝
書
記
長
が
退
任
（
あ

い
さ
つ
を
12
面
に
掲
載
）、新
た
に

小
番
書
記
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

■
50
年
程
前
、

子
ど
も
の
こ
ろ
に

父
に
連
れ
ら
れ
て

行
っ
た
メ
ー
デ
ー

で
、「
あ
ん
ぽ
は
ん

た
い
」
と
叫
ん
だ
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
「
あ
ん
ぽ
」
が
何
を

意
味
す
る
の
か
も
分
か
ら
ず
、

過
去
に
は
1
9
5
2
年
の
「
血

の
メ
ー
デ
ー
事
件
」
な
ど
の
弾

圧
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
な
か

っ
た
。
東
京
土
建
に
入
局
し
た

翌
年
か
ら
メ
ー
デ
ー
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
戦
前
に
政
府

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
な
ど
の

メ
ー
デ
ー
の
苦
難
の
歴
史
に
つ

い
て
も
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
1
9
8
9
年
は
最
後
の
統

一
メ
ー
デ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
翌

年
か
ら
、
メ
ー
デ
ー
の
変
質
・

分
裂
に
抗
し
て
闘
う
メ
ー
デ
ー

の
歴
史
と
伝
統
を
守
ろ
う
と
、

三
多
摩
で
も
実
行
委
員
会
を
結

成
し
て
毎
年
5
月
1
日
に
メ
ー

デ
ー
を
開
催
し
て
き
た
。

■
先
日
開
か
れ
た
「
三
多
摩

メ
ー
デ
ー
学
習
会
」
で
、
8
時

間
労
働
制
を
求
め
る
労
働
者
の

国
際
連
帯
行
動
と
し
て
5
月
1

日
に
メ
ー
デ
ー
を
開
催
し
て
き

た
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
メ
ー
デ

ー
は
5
月
1
日
に
行
な
う
こ
と

に
意
義
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
日

に
新
天
皇
の
即
位
の
儀
式
を
行

な
う
こ
と
に
し
た
安
倍
政
権
の

狙
い
は
何
な
の
か
考
え
よ
う
と

い
っ
た
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
の

国
の
主
権
者
は
誰
な
の
か
。
今

年
の
メ
ー
デ
ー
も
政
治
の
転
換

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い

る
。
安
倍
政
権
と
し
て
は
煙
た

い
話
だ
ろ
う
。
労
働
運
動
と
国

民
の
間
を
分
断
し
た
い
狙
い
が

透
け
て
見
え
る
。
ひ
る
む
こ
と

な
く
参
加
者
を
増
や
し
て
メ
ー

デ
ー
を
成
功
さ
せ
た
い
。

公
契
約
・
現
場
対
策
確
信
に

後
継
者
・
事
業
所
へ
働
き
か
け

組
合
の
影
響
力
を
広
げ

組
織
活
動
を
展
開
し
て
い
く

がんばろう三唱で運動の前進を誓い合った

技能五輪銅賞受賞の髙田さん（左）

年
金
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
実
施
し
ま
す

政
府
が
年
金
抑
制
策
を
進
め
る

中
、
年
金
受
給
権
の
確
保
、
公
的

年
金
制
度
の
拡
充
を
め
ざ
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
仲
間

の
年
金
受
給
の
実
態
と
要
望
を
集

約
し
ま
す
。
5
月
末
締
め
切
り
で

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


